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大垣市ボランティア市

民活動支援センターマ

スコットキャラクター

大 垣 社 協 だ よ り

市社協だよりは皆さまの会費と共同募金の配分により発行しています。

一般の部　　【応募作品　　 18作品】

中学生の部　【応募作品　　610作品】

小学生の部　【応募作品　1,156作品】

【佳作標語】( 敬称略 )

ぼくだって　やくにたちたい　ぼらんてぃあ

ふるさとに　笑顔の花さく　地いきの輪

人の輪が　かさなりあって　和ができる

やってみよう　未来を変える　大きな一歩

支え合う　その手をつなぐ　私から

後藤　明希(東小1年)

長　菜乃杷(南小5年)

兒玉　茜音(南中3年)

折戸　幸恵(大垣市)

北村　亮汰(興文小6年)

川瀬　依織(西小6年)

佐藤　ひなた(北小6年)

櫻井　雅(日新小5年)

坂　結月(安井小3年)

西出　蔵人(宇留生小3年)

松田　栞奈(静里小2年)

立川　智永珠(中川小4年)

尾関　右京(小野小4年)

近藤　理央(青墓小6年)

川地　羽海(多良小6年)

志垣　ロレンゾ(時小2年)

吉田　珠里(興文中3年)

伊藤　佑一(赤坂中3年)

小学生の部

中学生の部

澁谷　月咲(江並中2年)

見つけよう　一人一人の　できること
山口　慶二(綾里小6年)

　大垣市社会福祉協議会では、住民参加のまちづくりを推進するため、各種

団体・住民の皆さんとともに活動できる事業を実施しております。住民主体

の理念に基づき、地域の福祉課題に取り組み、誰もが安心して暮らすことの

できる地域福祉活動を育成し発展させるため、社会福祉功労者と福祉標語優

秀作品への表彰及び講演を行います。

大じょうぶ？　ゆうきをだして　こえかけよう
岡本　芽依(牧田小2年)

令和５年度 大垣市社会福祉功労者 （敬称略 )

【入選標語】( 敬称略 )

大垣
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大垣市社会福祉協議会　令和４年度　事業報告

大垣市社会福祉協議会　令和４年度決算報告

地域部会活動

事業運営部会活動

ボランティア部会活動
①大垣市ボランティア市民活動支援センター　

　運営事業

・相談・斡旋業務の充実(調整件数：19件)

・大垣市ボランティア連絡協議会の支援

・ボランティア登録(登録者数：45個人、126団

　体)、ボランティア保険の斡旋

・マスコットキャラクター(あいちゃん)の周

　知(情報誌、募集用紙、ブログ、ホームペー

　ジ、YouTube)

②ボランティア育成研修事業

・子どもの居場所サポーター養成講座(2回：

　参加者3名)

・初心者ボランティア講座(2回：参加者延14名)

・傾聴ボランティア養成講座(4回：参加者19名)

・生活支援ボランティア養成講座(3回：大垣

　桜高校1・2年生)

・高校生歳末清掃(参加者29名）

・高校生メッセージボランティア(応募枚数：

　3校298枚)

・わくわくサマースクール(参加者9名)

・わくわくウィンタースクール(参加者9名)

・子育て応援事業

　ホテルのおいしいカツカレーを食べよう

　(参加者107世帯、284名)

③福祉教育推進事業

・福祉教育協力校指定事業(指定35園、41校)

・講演会、研修会への講師派遣

・子どもの意見を聞く会(パネル展にて開催)

・福祉教育市社協啓発パンフレット作成(500部)

総務部会活動

①地区社協活動の強化
・ふれあいいきいきサロンの実施
　(307自治会実施　設置223か所)
・地区社協福祉大会の開催(16地区)
・歳末友愛訪問の実施(20地区、2,744人対象)
②福祉推進委員活動の支援(490自治会　883人)
・ふれあいのまちづくり推進大会の開催
　(6/12(日)地区社協(青墓校区社協)による活
　動実践発表報告、全体研修）
・地区別研修会(20地区27回開催)
・福祉推進委員連絡会(2回)
③食事サービスの実施(対象者237人、ボラン　
　ティア932人)
④緊急連絡のてびきの作成(作成人数4,692人）
⑤あんしん見守りネットワーク事業の推進
　(20地区　対象者4,861人）
⑥地域見守り関係事業所との協定(71事業所)

①組織機能
②財政基盤
③指定管理施設の運営管理
④広報活動の強化
・社会福祉大会の開催(8月11日(木・祝)、福祉
　功労者表彰及び福祉講演)
・社協だよりの発行(年6回)
・ホームページによる広報活動(アクセス総件
　数121,825件)
・社協情報誌の発行
・有料広告の掲載(7社：広報誌6社、ホーム
　ページ3社)
・声の広報、点訳による広報の実施
⑤居宅介護支援事業
 (プラン 延4,993件、うち予防プラン1,125件)
⑥特定相談支援事業・障がい児相談支援事業
 (利用者 延339人)
⑦訪問介護事業
 (利用者 延2,653人、利用回数 延21,985回)
⑧訪問看護事業
 (利用者 延1,625人、利用回数 延12,886回)
⑨通所介護事業
 (利用者：上石津 延849人、墨俣 延446人、
  青野 延122人)
⑩かわなみ作業所運営事業(利用者 延1,121人)
⑪かわなみホーム事業(利用者 延269人)
⑫かわなみホーム短期入所事業(利用者 延137人)
⑬老人福祉センター運営事業
 (利用者:大垣　延16,547人、
  上石津　延10,561人、墨俣　延8,571人
　※入浴者数、個人、団体利用者等)
⑭総合福祉会館運営事業(利用者数延25,906人)
⑮福祉バス運営事業(利用件数26件)

⑦地域支援ネットワーク委員会事業の実施　
　(11地区17回開催)
⑧地域防災力向上推進事業の実施
⑨生活支援事業
・買い物支援(綾里・上石津・青墓地区)[利用
　者延495人　実施回数78回]
⑩地区防災士会の支援(18地区)
⑪生活支援活動拠点整備事業
・お散歩カフェ
　(綾里地区)[開催日数38日、参加者延551人]
　(東地区)[開催日数24日、参加者延590人]
⑫地区社協連絡会(2回）

　地域社会では社会的孤立や貧困、格差、虐待
などの深刻な問題があります。これらの課題の
背景には、住民相互のつながりの希薄化や家族
形態の変容等があるとされています。
　更に、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、収入の減少や不安定な雇用情勢などにより
生活に困難を抱える住民が急増したほか、地域
で展開されていたボランティア活動や支え合
い・助け合いの活動が中止を余儀なくされるな
ど、多くの住民が生活に不安を強いられる状況
となりました。
　本会では、国が提唱する「地域共生社会」や
「持続可能な開発目標(SDGs)」を目指し、令和
元年度に策定した「第4次地域福祉活動計画(み
んなでいいまちつくろうよ)」の基本理念である
“住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづく
り”の構築を目指し、20地区社協をはじめとし
た行政・関係機関・団体との連携を密にして地
域福祉の推進に取組みました。また、第5次計画
の策定に向けて、住民の皆さんの意見を徴集す
る機会を設けて、準備を進めました。
　また、相談者を本人・世帯の属性にかかわら
ず受け止める、「地域のふくし相談課」を創設

し、包括的・重層的相談支援体制を構築し、更
に多機関連携を強化し、アウトリーチ等を通じ
た継続的支援を進めました。
　併せて、在宅介護サービス等については、厳
しい状況の中、新型コロナウイルス感染症の予
防を徹底しながら、利用者様の望む生活を営む
ための適切で質の高いサービスを提供できるよ
う事業を実施しました。
　そして、「持続可能な開発目標(SDGs)」を推
進する組織として、「SDGs宣言」を公表した
ほか、サンメッセ株式会社と「SDGｓ連携と協
力に関する包括協定」を締結しました。その一
環で、ファンドレイジング(活動のための資金を
個人、法人から集める行為)による子育て応援事
業として「ホテルのおいしいカツカレーを食べ
よう」企画を実施しました。
　コロナ禍の“新しい日常”は様々な苦難や停
滞を生み出しましたが、同時に新たな挑戦や改
革に着手し、前進するチャンスであると捉えて
います。この一年間で得たことをしっかりと今
後の社協活動に活かし、市民の皆様と協働し、
「オール大垣市社協」で地域福祉の未来につな
げていきたいと考えております。　

①地域包括支援センター事業(総合相談件数延

　6,260件)

②認知症初期集中支援推進事業(相談件数延1,185件)

③在宅介護支援センター事業(介護予防教室

　参加者延602人)

④障がい者生活支援センター事業(相談件数1,413件)

⑤障がい者就労支援センター事業(支援件数延1,814人)

⑥福祉サービス利用支援センター事業(相談援助延1,597件)

⑦成年後見制度相談(相談件数延33件)

⑧生活支援相談センター事業(新規相談件数301件)

　みんなで支え合いバンク食糧支援(支援回数269回)

⑨生活福祉資金貸付事業(相談件数285件)

⑩障害者社会参加促進事業(参加者延425人）

⑪生活支援体制整備事業

　社会福祉法人連携協議会(23法人加盟)

⑫料理教室(コーヒー教室)の実施(参加者4名)

⑬移動支援事業(利用回数延110回)

⑭福祉団体等活動支援事業

福祉標語入選作品　一般の部
令和４年度社会福祉大会支え合い　寄り添う地域の　安心感

高橋　杏奈(大垣市直江町)



ボランティア・市民活動・福祉教育のページ 

収集ボランティア ～ご協力ありがとうございました～

　大垣市社会福祉協議会で
は、使用済み切手・使用済
みテレホンカードの収集を
行っています。
　換金したお金は、ボラン
ティア活動や社会福祉協議
会の諸事業に役立てられて
います。
《1月 1日～ 6月 30 日》
(敬称略 )
●使用済み切手
味の素冷凍食品株式会社、
一般社団法人岐阜県損害保
険代理業協会、大垣サンラ
イズチャペル、大垣市北地

区センター、大垣市くら
しのセミナー、大垣市青
年の家、大垣市赤十字奉
仕団、大垣市退職公務員
連盟、大垣市退職女性教
師の会、大垣市役所障が
い福祉課、大垣市役所窓
口サービス課、大垣手話
サークル、大垣市立北中
学校、大垣電機株式会社、
大垣保護区保護司会、大
月木工、柿の木荘、加納
水道設備株式会社、株式
会社建創、株式会社田中
モータース商会、株式会

社ホンダファミリーテラ
ダ、株式会社古沢組、岐阜
日野自動車株式会社、木村
木工所、くすのき苑、金光
教南大垣協会、佐々木工
業、静里・綾里民協、実践
倫理宏正会、司法書士児玉
利昭事務所、社会福祉法人
大東福祉会、社会保険労務
士増田事務所、神造エンジ
ニアリング株式会社、すぃ
とぴー、生長の家大垣東支
部、西南濃粗大廃棄物処理
組合、西南陽光福祉会緑の
丘、東新土地株式会社、橡

谷治道税理士事務所、パナ
ソニックエイジフリー大
垣、フジヤ広告株式会社、
フランス菓子ギャルリ・シ
ュシュ・アー、前田鉄工所、
マルアイ石灰工業株式会
社、万石シルバー福寿会、
三城地区民生・児童委員協
議会、山中ハウジング株式
会社、山田硝子商事株式会
社、有限会社飯沼ミシン商
会、有限会社エス・ケー・
エム、有限会社Ｋ・Ｂクリ
エイト、𠮷安司法書士事務
所、米山労務管理事務所米
山幹生、
藍澤平義、今津隆一、上田

貞子、臼井悦子、臼井香代、
種田すみ子、小川勝、亀谷
秋光、後藤容子、近藤成子、
佐藤美子、澤井里子、沢藤
寿満子、清水武、杉原茂子、
杉山仁志、髙橋美智子、谷
口博、土田みな子、中川直
美、野村義博、日比野淳、
日比野友子、平野雅博、廣
瀨悦子、古田享司、古田万
蔵、不破勢津子、本平信明、
山本彰子、山本誓生、匿名
50 名
●使用済みテレホンカード
大垣市退職公務員連盟、
桐山宮子、仁科美知子、古
田享司、匿名 5名

大垣市立かわなみ作業所
開設４０周年記念懇親会

　大垣市立かわなみ作

業所は、今年開設40周

年を迎えました。これ

を記念して、「開設40

周年記念懇親会」が、6

月10日(土)、大垣フォ

ーラムホテルにて開催

されました。

　ご利用者、保護者、

来賓、職員合わせて約

1 7 0 名 が 参 加 し ま し

た。

　会食をしながら、40

年を振り返るスライド

ショーを鑑賞し、映像

とともに思い出話に華

を咲かせていました。

　 そ の 後 、 「 B L U E 

STARS」によるバンド

演奏が行われ、会場を

巻き込んでの大合唱で

盛大に盛り上がりまし

た。

～地域で支え合う仕組み～
『みんなで支え合いバンク(食糧支援)』

次の皆さまからご寄付を

いただきました。社協の

諸事業に活用させていた

だきます。ありがとうご

ざいました。

【申込フォーム】

　相手としっかり向き合い、心で聴き、ありのままを受けとめる。そんな“心

を癒す”お手伝いをする「傾聴」という聴き方を学び、体験学習を通して、傾

聴ボランティアの育成、ボランティア活動へのきっかけづくりを目的に本講座

を開催します。

～お弁当プロジェクト～

　昨今の物価高騰は社会的弱者の課題を顕在化・深刻化さ

せ、特にひとり親世帯に大きな影響を及ぼしています。そ

こで対象世帯への支援をするために、次のプロジェクトを

行います！

●対象者

　大垣市在住でひとり

　親家庭等世帯(児童扶養

　手当受給世帯)

●日時

　令和5年9月9日(土)

　10:30～13:30

●場所

　大垣市総合福祉会館

　5階ホール

●申込期間

　令和5年8月1日(火)

～8月31日(木)

17:15締切

【お弁当申込】

善意の寄付をありがとう
《6/1 ～ 6/30》( 順不同、

敬称略 )

匿名　　　　　5,653 円

匿名　　　　　5,000 円

匿名　　　　　3,000 円

福祉標語入選作品　小学生の部
令和４年度社会福祉大会 あいさつは　ちいきのみんなの　エネルギー

髙橋　杏莉(南小２年)

ありがとう　その一言で　あたたまる
遠藤　心夢(西小６年)

【かわなみ作業所へ】

匿名　　　　　　お米券 

【ランドセル申込】

【申込・お問い合わせ先】

　下記各QRコードもし

　くは電話にて

　※電話の場合、平日　

　8:30～17:15受付

　TEL：0584-78-8182

●対象者

　大垣市在住で令和6年

　度、小学校入学予定

　の児童がいるひとり

　親家庭等世帯(児童扶養

　手当受給世帯)

●支援品

　10,000円分のギフ

　トカード

　※市社協事務局にてお

　渡し。お渡し日につい

　ては後日お知らせしま

　す。

●申込期間

　令和5年8月1日(火)

～11月30日(木)

17:15締切



ごみの減量、資源の有効利用にご協力ください。

　

―　法務省　人権啓発キャッチコピー　―

「誰か」のこと　じゃない。

スマートフォン体験講座のご案内
　スマートフォンについて学ぶことができ、実際に貸

出したスマホに触れ体験できます。お気軽にご参加く

ださい。

●対象

　市内在住で60歳以上の方

●日程

　はじめてのスマホ(入門編)

　8月8日(火)、9月12日(火)

　もっと分かるスマホ(基本編)

　7月25日(火)、8月22日(火)

　9月26日(火)

●開催時間(各回共通)

　13:30～15:30

●受講料：無料

●定員：各回20名(先着順)

●場所

　大垣市老人福祉センター

　1階桜の間

●申込・お問い合わせ先

　大垣市老人福祉センター

　TEL：0584-73-5002

有　料　広　告有　料　広　告

大垣市社会福祉協議会では

次のとおり職員を募集します令和５年度職員採用試験のご案内おおがき社協掲示板

福祉標語入選作品　小学生の部
令和４年度社会福祉大会 うけとった　やさしさボール　きみにパス

近藤　奏(小野小３年)

地いきの輪　困った時は　助け合い
池田　結衣(綾里小４年)

■アミカ大垣店
　岐阜県大垣市東町 2-90   ☎ 0584-73-5333

■アミカ大垣北店
　岐阜県大垣市林町 10-5   ☎ 0584-83-7377

『食』 『豊かさ』の本質を追究

総合食品商社

岐阜県大垣市浅草 2-66
☎ 0584-89-7777（代表）

http:/www.oomitsu.com

業務用食品スーパー

　令和5年６月18日
(日)、大垣市民会館に
て開催されました。
今大会は「福祉推進
委 員 」 の 全 体 研 修
と、コロナ禍で落ち
込んだ地域福祉活動
を活性化することを
目的に、大垣市地域
福祉講演会も併せて
の 開 催 と な り ま し
た。
　会場には福祉推進
委員はじめ、地区社
協会長、連合自治会
長、民児協代表、大
垣 市 赤 十 字 奉 仕 団
員、大垣保護区保護
司会など、総勢478
名の参加がありまし
た。
　はじめに、今年度
は福祉推進委員改選
期(17期)ということ

で委嘱状交付式が行
われました。今期、
福祉推進委員となら
れたのは約880名。
ふれあいいきいきサ
ロンや見守り活動な
どの地域福祉活動の
担い手として活躍し
ていただきます。

　全体研修では、地
域福祉活動実践報告
として、墨俣地区社
協より「見守り会議
とサロン活動につい
て」の発表がありま
した。民生委員単位
で年2回の見守り会議
を実施し、見守り活

動の効果や重要性に
ついて報告されまし
た。また、移動販売
など今後の活動の見
通しについてもお話
しいただきました。

　また、基調講演と
して「みんなが安心
して暮らせる福祉で
まちづくり～地域共
生社会の実現に向け
て～」と題して、中
部学院大学人間福祉
学部教授の佐甲学氏
にご講演いただきま
した。地域福祉活動
や生活支援活動を展
開する上で大変参考

となる講演となりま
した。

　今後も関係機関や
地区社協と連携し、
だれもが住み慣れた
地域で安心して暮ら
せるまちづくりを目
指して、地域福祉活
動に取組んでまいり
ます。

【委嘱式の様子】

【墨俣地区社協実践報告】

【講演会の様子】
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